
第二部/これ か らの 大 手 前 大 学

11則景1 コア教 育 とC-PLATS 半成23年3月10日 休1

於・シーサイドホテル舞子ビラ神戸

●山下

はい、ご紹 介あずかりました、私 山下 と坂本先 生とでこ

のセッションを受け持たせ ていだきます けれども、お昼から

ずっと難しいお話しを聞いてまいりました。ぼつぼつちょっと

山 下 真 知 子 先生 坂 本 理 郎 先生

先生がたも休憩もしたくなる、したいですよね。なのでじっと

座っているということがどれだけ学生にとっても苦痛かとい

うのがひしひしとわかるのですが、ここからは少しご報告さ

せていただきます。コア教育専 門委員会というところで私

たちが得た情 報とC-PLATS、 コア教育とC-PLATSと いう

ことの今日のお題 なのですが、そこで得た情報のご報 告。

これは決定でもなにもございません。私たち一教員が得た

専 門委員会のみなさんでいろんなところから得 た情 報を

C-PLATSは こんなふうにコア教 育ではやるのかなという

ことを私 たちが理 解できた範囲で一度ご披 露させていた

だく、ご紹介 させていただくという主 旨のものです。これが

大体7分 くらい。そのあと今日はワークショップをさせていた

だきたいと思って、先 生がたにまた席を移 動していただい

たのですが、ワークショップはですね、1年生までにこれだけ

は、2年生までにこれだけはとか、よくありますよね、40までに

これだけはそういう感 覚で先 生が たお一人 お一人 の実

感 に伴って、学 生たちにここまでは育てておいてほしいよ

ねっていうのがおありだと思うのですね。私も3年生のゼミを

もっていて、えっパワーポイントのつくり方も知らないの、みた

いなところはございました。そういう具体 的なところでお書き

頂き、これはまたあとで坂本 先生のほうから説 明いただきま

す。大体30分 ほど活動 していただいて、そして最後に各グ

ループで、私 たちのグループはこれで発表 しますということ

で、マップ発表 という形をとらせていただきたいと思 いま

す。この活動は今日の後 の分科 会にも活 用されることだろ

うと思いますけれど、まず第一番 目のご報 告からさせ てい

ただきたいと思 います。坂 本先 生お願いします。

●坂本

はい、山下先 生ありがとうございます。みなさまお疲れの
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ところ恐縮です。坂本です、よろしくお願いします。最初この

セッション30分 話す予定だったのですね。だんだん短くなっ

て、というのはみなさん聞いてばっかりではお疲 れでしょう

から掛 け合い漫才でもやるかと山下 先生と話 してその準

備もしていたのですが、それよりももっとみなさんに活動 して

もらってもいいのではないかということでこういう構成になり

ました。私 は、こちらに来るまでは10分 ほど話そうと思って

いたのですが、朝来たら山下 先生に8分 にしてと言われま

して、先ほど休憩 時 間には7分 にしてと言われたので、と

言っているうちにもう1分 過ぎました。手短 に且つわかりや

すくいきたいと思います。

まずはじめに、大手 前大学が目指す卒業 生の質とは何

かですけれども、これはみ なさん御 存じのとおり広 く一 般

から求 められている就 業力を身に付 けていることと定義づ

けられました。これは本学 的に言い換 えますと、リベラル

アーッ型教 育における専 門性 と社会人基礎 力、本学で言

うC-PLATSを 身に付 けていることだと思います。これらの

位置からこのような図を作ってみたのですが、コア教育科

目だけでなくて専 門科目の両方において相乗 的に高めら

れていくものだというふうに考えられます。コア教 育はもちろ

ん専 門科 目の土 台 になります し、コア教 育 で学 んだ

C-PLATS、 身に付けたC-PLATSが 専門科目に活 かされ

るということにもなりますし、専 門科目そのものがC-PLATS

を伸ばす機会にもなると言 えます。ここでちょっと言葉の定

義というか広 く一般 から求 められる就業力とは何 かという

こと。これをもう少 しわかりやすく考えてみますと、広 く一 般

からということはあたりまえ、普通であるということではない

でしょうか。

●山下一

特別じゃなくていいですよね。意欲、態度、やる気。

●坂本一

そうなんです。次 に認められるということは、書 き記す、目

に留める、見てまた考えて確 かにそうだと判 断できることだ

と言えます。

つまり就業力とは自分と向き合い、自分と社会とのつなが

りを調整しながら自分のよりよい人生を展開しようとする力

というふうに考えられます。このへんを頭 の片隅においてい

ただきつつですけれども、次 に出てくる図は、これは4年 間

の本学の全 体的なカリキュラムの中で段 階的にどのような

ことを学んでいくのかという目標を私 たちなりに整 理したも

のでございます。このようにコア教 育科目と専 門科 目が相
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互的 に2つ あってこそリベラルアーッ型の専 門性と社 会人

基礎力C-PLATSが 内面についてくると思います。それが

ひいては一般か ら認 められる就業 力と言えるのではない

でしょうか。

年 次ごとの重点 目標というのを少し説明いたします と、

1、2年次では知るための基礎 力と、わかるための基礎力を

身に付 ける。知るための基礎 力とは知識 や情 報を集める

力であり、わかるための基礎力とは自分で得 た情報を頭の

なかで整理し理解 する力です。3年次になりますと知ってる

だけじゃなくて、芦原先生の説明にもありましたが知ってい

るだけではだめで使えるということが大 事でそのための基

礎力を3年 次では重点 的に身に付ける。4年次ではそれを

使いこなす、行動するための力に変えていこうということで

はないでしょうか。こうやって結 果的に本学の卒業 生がリ

ベラルアーツ型とC-PLATSの 専門性を兼ね備えていてほ

しい。ここでちょっと補足ですが、あくまでこのキーワード、4

段 階の「知る」、「わかる」、「使う」、「使 いこなす 」という

キーワードは重 点目標 であって、1年の段階でも使ったりわ

かったりというのはあるでしょうし、3年の段 階で知るというこ

とが必要になってくることもあるわけで、あくまで重点的にと

いう意味あいでご理解いただければなと思います。

続きまして今までのように専 門科 目とコア教育が相互 に

補完してあってC-PLATSを 高めていくのだということを確

認したうえで、とくにコア教育に絞ってお話をさせていただ

きたいと思 います。コア教育ということですけれども、もう一

度あらためて確認 ですが、1年次 では新しい科 目名でキャ

リアデザイン1,2、そして英語表現1,2、情報活用1,2、そして

2年 次にはキャリアデザイン3,4、そしてゼミナール300、そし

て4年 次は卒業研 究。これだけの科目がすべての学 生が

受ける必修科 目となっております。

では1年 次では何をするべ きなのかということなのです

が、これは今 からお話するのはコア教育委 員会で各 年次

のコーディネーターの先生で現在検討しているアイデアな

のでこれで完壁というわけではございませ ん。これからのい

ろいろな分科会や今やっているグループワークでお考えを

いただきたいということで、たたき台としとしてご理解いただ

ければと思います。一つ一つを説明していくと長くなります。

たとえば、1年次は大学生としての基本的なスキルですとか

自分の今の問題を探 ることであったり、知るという活動の基

礎力で、読み、書 く、話す、聞くなんかを身に付けてもらいた

い。2年次ではわかるための基礎 力と行動す る訓練 という



ことで、たとえば文献 、提案調 査活動 がいいのではないか。

それからキャリア形成の方 向付 けとしていろんな調査や模

擬的な技術体験 がいいのではないか。それから3年 次の

ゼミナールですけれども、わかるという段 階から使うというレ

ベルまできて、自分 で作る専門性ですね、いろんな科目を学

んでいくかもしれないけれど、その学びをつないで深めてい

くこと、そしていろんな興 味や関心を伝える集大成 。学んだ

知識を含めて卒業制作や卒業論文、4年間につながるよう

なテーマを見つけていく。そしていよいよ就職活動が始まる

ので、キャリア形成の方向付け。4年次ですけれども自分で

作る専門性ということで、卒論、卒業制作という形で一つの

まとめとして集 大成としていくということであり、キャリア形 成

についてはいよいよいずれかの道に進 むということを決 定

するというのが4年 次ではないでしょうか。

話 しは変わりますが、4年間を通じて私 たちの狙 い通り

学生たちは成長 したのかどうかということを確認するという

ことがわれわれのこれから目標としていくところで、薦原 先

生もご説 明してくださったことですが 、もうちょっとわかりや

すく図式化したものがこれでして、真 ん中にいる私を茶 髪

にしたような子 が学生 だと思ってください。その学生 を教

員、同級生、外部協 力者が同じC-PLATSと いう枠 組みを

用いて評価 をすると、客観的な評価 をする。学生本人も自

己評価をしていますので、そことの一致点や間違いを確 認

することで、自分 自身への自己理解 を深 めていくということ

につながるのではないでしょうか。それは1年 次にやったこ

とをポートフォリオと、これは本を書いていますが実 際には

システムの中でデータが蓄積 されていますけれども、1年2

年3年4年 という形でどんどんポートフォリオを蓄積していっ

て自信 、やる気、達 成感というものにつなげていくということ

を目指 している。

最後 にもう一度強調 しておきたいことは、コァ教育で身

につけるC-PLATSの 力というのは、コア教育 だけで育 成

されるものでなく、専門科 目でも育成され発揮される、課外

活動なども含まれるかもしれません。それから、それぞれの

学生の身の丈 に合ったやり方 がよくてC-PLATSを 導入す

ることによって金太郎飴 的な学 生を育てるわけではないと。

それぞれのやり方でC-PLATSと いう共通の枠組 みを用い

てそれぞれに個性を発揮 してもらうことを目指したいという

ふうに考えています。時間は計りませんでしたが、私の話し

はこのくらいにしたいと思います。ご静聴ありがとうございま

した。
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●山下

坂本先生ありがとうございます。

先 ほど申し上 げていたワークショップを、ミニミニワーク

ショップなのですができる限 り時 間をたっぷりとらせていた

だこうとしましたのでお付 き合いくださいませ。これについて

坂本先生からご説明いただきます。

●坂本一

私 の今の報告、高村 先生、薦 原先生のご報告 も踏まえ

てお答 えいただきたいと思うのですが、この時間はコア教

育に焦点を絞っていただいて、C-PLATSを 伸 ばすために

はどんな具体的なメニューがあるのかなということで、みな

さんと一緒に考えてみたいと思います。

みなさんのお手元の資料に番号が振ってあったのは、グ

ループになっていただくということで、ひょっとしたらところどこ

ろ席が空いている場 合、4,5人の場合もあるかもしれません

が、それはそれでやっていただければなと。今 から、山下先

生と川口先生と、何人かご協力いただける先生にお願いし

たいですが、ポストイット、それを貼る大きな紙ですね。それ

を配っていただきますので受け取ってください。それでこの

へん6人 グループなんやなと確 認しながらお願いします。

では大体渡 りましたでしょうか。まずですね、今日お配 りさ

れたメソッド集、OCDのKJ法(Analysis-22)を 参照してこ

のように進めたいと思います。KJ法 の第一段 階キーワード

収集ということで、まず、職員の方はあとで説明しますので、

教員の先生 がたが来年 度担当するコア科 目、僕 はあれと

あれがあるな、私 はこれとこれがあるなというのをイメージし

ていただいて、その どの科 目でも結構 です 。何 か一つイ

メージしてください。ゼ ミナールでいこかとか、基礎演習で

いこかとか、キャリアデザインの1,2でいこか。イメージしてい

ただけましたでしょうか。複数ですね3つ 担 当す るぞとか2

つ担当するぞという先生がた、どれか選んでいただければ

けっこうです。

選 んでいただきましたらそこで担 当す る学生 ですね、

受け入れる学 生、自分のクラスにくる学生に、4月の授業が

始まるまでにこれだけは身に付 けておいてほしいなという

力をわかりやすい短 いキーワードで考えていただきたいと

いうふうに思います。身につけておいてほしい力というのは

たぶんできていないことが多いかもしれませんが、今までの

ご経験 のなかで3年 のゼミにくるまでにはこれくらいのことは

やってきてほしいでというものですね。いくつか、できれば1

個でもかまいませんが考えてください、3番目はそれを育成



するためにコア教育 での具体的なメニューは何 かなという

ことを、これも具体的にわかりやすく書いていただきたいな

と思っております。たとえばですがこんなふうに書いていた

だければいいなと思 っておりまして、私は来年1年 次のキャ

リアデザイン1を担 当するのですが、入ってくる、この場合新

入生になるかもしれませんが、課題 について何のためにそ

れをするのかがわかる力を身に付 けておいてほしいなと。

目的も意図も理解 されないままに、機械 のようにやれと言わ

れてやっていますというのではなくて、なんでもやるとこれわ

かっていてほしいなということがもしあるとすれば実際1年

生のときは時 間がないのでやれることは少ないかもしれま

せんが、たとえばキックオフミーティングではこんなことを

やっておいてほしいな、PBL型 で何かできないかな、ここで

は簡単にしか書 いていませ んが、もう少し具体的なイメー

ジがあればそれも書いていただいて、④ のところでコミュニ

ケーションと書いているのはもしわかればでけっこうです 。も

しできれ ば その ④ の ところで書 いた 力 というの は、

C-PLATS的 でいうとコミュニケーションのところちゃうかと、

この冊子 をちらちら見ながらでけっこうですので、まだ正確

な理解 ができていなくてもけっこうです。私が思うにこれは

Cか な、Dかなというような感じで書いていただけたらなと。

●山下

坂本先 生、今紙をお配りしているときに、次からのことで

すか、それとも今までの経験でいいのですかというご質 問

がありました。ご自分の実感 をお書 きいただくということが

今回のこのワークショップの狙いです。1年生の今データが

出たのですが、逆にいうと1年 生が入ってくるまでにこれだ

けはということは、1年生のコア教育のなかでやっていかな

きゃいけないことの中のプログラムの一つやアイデアにもな

りますので、ぜ ひそのあたりのことを、コア教 育をお持 ちの

先生 はコア教 育の中でイメージなさっていただいて、コア

教育をお持ちでない先生 はご自分の専 門の100、200、300

どれでもけっこうです ので年次 を書いていただいて、これ

だけはわかっておいてほしいなという部分、これだけは身に

付けておいてほしいなという部分 を実感 込めてお書きいた

だければなと思います。

●坂本一

職員 の方 の説 明をちょっとさせてください。職員の方は

授業もなにもないと思うのですが、それぞれご自身の職務

の立場で、少し難しいかもしれません、学 生課なら学 生課、

教務課なら教務課、キャリアサポート室ならキャリアサポート

1日目・第二部/これからの大手前大学
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室でちょっとそのへ ん考えていただければと思 うのです。ど

う育成するかについては、これも教室ではできないかもしれ

ませんが、職 員として学生とどうかかわるのがよいか、ある

いは学校 全体として支援ということが、マネジメント的な立

場から考えていこうじゃないかということで書 いていただけ

ればいいのかなと思 います。

●山下一

職員の方々はたとえば3年 生にもなってまだこんなこと聞

きにくるのかとか、そういうことおありだと思うのですね、親

切にお答 えいただいているのに、えっ君 まだそんなん知ら

んのとかあると思うのです 。だから最低限教務のところにく

る学生は、いや、2年生までにはこれだけ理解 しておいてほ

しいなみたいなもののこ実感をお書きいただく。学生課 も

同じですね。3年になってもまだ人の目を見て話しが聞けな

いのかということもあるかもしれませ ん。だけれど先 ほど

高村先生のお話にもありましたように、態度、意欲、つまり能

力評価 ですので、C-PLATSと いうのは。そのあたりのこと

もお書きいただければなと思います。

●坂本

ここまでやりかたのご質問ございますか。

●山下一

はい、仲野先生。

●仲野先生一

ポストイットは1つ だけなのですか。

●山下一

いくつも書 けるのでどうぞ。あまりにもご負担が大きいと

思ったので一つにしました。ポストイットはたくさんありますの

で。ただしルールですが、このポストイットのなかには一つの

項目しか書かないでください。2つのことを一緒 に書かない

でください。
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●井澤先生

はい、3番なのです が、それまで に、たとえば3年 のゼミ

ナールだったらたとえば2年 次までにどういう授業が有効か

ということですか。

●山下一

はいそうです。

●坂本一

4番 のC-PLATSに 何が当てはまるかというのはもし難し

ければ空欄にしていただいてもけっこうです し、2つ3つ に

複数 に該当するなということならそれは2つ でも3つ でも書

いていただければなと思います。で私たちが 考えた3年 次

ですけれ ども、引き続き前に出してみます。たとえばパワー

ポイントの作成 には困 らないということ。

●山下

これは私の実感です。パワーポイントの作 成には困らな

いスキルをもっておいてほしい。1年生のときにどんなパソコ

ン習ってきたのとよく聞きます。スライド10枚 程度 の発 表を

する機会 を多 く持ってもらえればいいのかなと、3年生 まで

にということですね。では4年 生お願いします。

●坂本一

情報の集め方 についてはほっといてもできると。

●山下

これも私 の実 感です 。情報の集め方をウィキペ ディアし

か知らない学生ばかりでして非常 に困りまして。今回は図

書館 の先生 がたご協力いただきまして図書館 のコラボ指

導をさせていただきましたので書かせていただきました。そ

れの該当するコンピテンシーとしましてアナリシス、ロジカル

シンキングということなのかなという感じです。まだ私もよくわ

かっていません。

●坂本

書きながらでまだけっこうなのですが、次何をしていただ

くかということを前に示 しております。今から、各グループに

白い大きなポストイットをお配りしますので、それに出てきた

内容 をグループで共有 して、ぺたぺ たと貼りつけていって

いただきたいと思います。貼りつけ方 なのですが、ランダム

ではなくて年 次ごとにグルーピングしていただいて、ひょっと

したら全員が2年 次のことについて書いてあったとかいうこ

とがあるかもしれませんが、うまくばらけていたら、これ1年

のグループ、これ2年 のグループ、これ3年 のグループという

形で貼っていただきます。時間の許す限りどこかのグルー

プのどなたかにしゃべっていただこうと思います。発表の際



は全 部しゃべっていただくと時 間がかかるので、たとえば1

本にしぼってお願いをしたいと思います。

今貼りだしていただいたエリアマップは夕食の会場に貼

りだそうと思っておりまして、みなさま各分科 会に配置が決

まっているかと思うので、ごはんを食べた後に、何か参考に

なるおもしろい考え方がないかなと回覧していただいたら

と思います。したがってポストイットは、人が読める字で書い

ていただけたらたいへんありがたいです。イメージとして今

お配りしている紙はこんな感じです。1、2、3、4こんな感じで

グルーピングして貼っていただいて、真ん中のブルーのとこ

ろにもこの4つ を傭 鰍的 に見 たときに一番 強調したい年

次 はこれよね、と、もしグループで共通見解がでてきそうな

ら真 ん中にキーワードを書いていただけたらなと思います。

《舞台上にカードを貼り出す》

●坂本

みなさんありがとうございます。短時 間にもかかわらず。

おかげさまでたくさんの意見が出てきました。ちょっと見に

くいかもしれませ ん。前 の方の席の方はわかるかもしれま

せんが、傾向としては1年 生 のところにたくさんアイデアが

出ているのではないかと、野波先生も喜んでくれているの

ではないかと思うのですが。少ないのは3,4年 でしょうか。ど

こかのグループにご発表いただこうと思います。

●山下

では1年 生が一番多く貼られていたところ。ここ頑張って

作ってくださってますね。今福先 生のところ、お願 いします。

●今福先生

順番がほかとは違うのですよ。基本 はやっぱり1やと。2,3

で非常に育って、4で土 台の最 後を築きたい。こんな順番

な名 のですが。1回生のときはまずあいさつとか自分 で掲

示板を見るとか。自分でアクションをするということを、学校

のシステムにまず慣れて欲しいので、何 かをしてもらって何

かを言うのではなくて、自分から掲示 板を見る、自分から質

問をする、カウンターの前でボーっと立 っておいてほしくな

いとかね。そういう基 本的なコミュニケーションのところをま

ずしてほしいというのが1年 なのですよ。ついでに言うと、2

年3年 でそれを積み上げていって4年 生のときは問題解決

能力とかそういうところを全部、いわゆる社 会人基礎 力を

集大成としていくような流れを2,3で積み上げてほしいと。う

ちのポイントは真ん中なのですが、すべての学年でヘルス、

健康と早寝早起きだけはできる人間になってほしい。

●山下一

1日目・第二部/これからの大手前大学

コ ア 教 育 とC-PLATS・ 山 下 真知 子先生坂 本 理郎 先生

C-PLATSにHが 入ったみたいですね。次に時間が押し

ているけれどもいろんな方に少しだけ出ていただきたいの

ですが。村瀬先生ど真 ん中にいらっしゃるのですが出られ

ますか。

●村瀬先生一

出られません。

●山下

(笑)け んもほろろに断られてしまいましたけれど、小 川

先生 ちょっとお願いします。小川先 生さっきからずっと疲れ

た、疲れたと言ってらしたので、ちょっとこのへんでキリッとし

てもらいましょう。

●小川先生

貼 ったのは小森さんなので私今 初めて見るのですが、

書いたのを読みますと、読み書 きその力は付 けておいてほ

しい、そんなレベルです。簡単な計 算とか。すべて同じメン

テナンスに関することですね。私が書 かなかったのはなぜ

かというと、1年生にと書 くのだったら高校 の先生 に見せた

いなという意味なので、せめて1年 生の秋までには、秋学期

までと言われたらまだ書く気はしたのです。私自身は1年 間

フレッシュマンセミナーをやりましたので、フレッシュマンセミ

ナーを担 当して一番感 じたことは、意欲がない、気 力がな

いということです。20人のうち半分は何 かやりましょうと言っ

ても寝ています。それを肩叩 いて順番 に起こしていってもま

だ寝ている。ですからせめて2年 になるまでには、そういうこ

とがないような力 をつ けてほしい。でも思ったのは1年 生の

ときに意欲的な子がいたら気力がある子がいたら1年生の

フレッシュマンセミナーでやっている内容はあまりにもつまら

ない。もうこんなの小学生 の総合学習に入 る、ホームルーム

じゃなかと言っています。というのを書きたかったのですが。

●山下一

すみません、進行が悪 くて。箆 先生お願いします。

●箆先生一

1年 生として書いたのは、まず1年 の今 度もまたキャリア

デザインに配属 されますけれども、フレッシュマンと日本 語

表現 が合体した科目ということで、身に付けておいてほし

い能力としては基本 的マナーと基本 的日本語力と、そのよ

うに書きました。あまりにも先ほどから言 われていますけれ

ども基 本的マナー、僕なんかは学生にため口をきくのは良く

ないと、僕 だけではなく他の先生が たにも事務の人にも基

本 的な敬 語を使ってしゃべりなさいということをしつこく言っ

たのですが、僕はよくため口はダメというふうに言って学生
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の記憶に残 らせようと思って言っているのですが、言っても

その日本語が通じない。言われたらわかっている子 は最初

からきちっとしています。最初からため口きいている子 は結

局1年 経ってもため口がなおらなかったというケースが多い

ですね。あと出ているのはあいさつが できる、基 本的 マ

ナー。やはりあいさつ、時 間厳 守、タバ コのマナー。英語

表現を意識したことだと思いますが英和辞典を早く正確に

ひける力、社 会常識 、海外へ の興味。

●坂本一

ありがとうございました。

もう少 し時 間がありますので、貝柄 先生お願いしてよろし

いでしょうか。

●見柄先生一

キーワードで言いますと1年生 はだいたいのグループで

一緒だと思 いますが、やはりマナーです。ただ個人的にマ

ナーとモラルとが混同しているなと、授業ではわりとモラルと

いうことを中心にして見ていくようにしているのですが、今の

グループではマナーという話が 出ました。2年生で漢 字や文

字を読 む力というのがキーワードです 。3年生 で具体 的に

はいろいろあるのでしょうが、テーマを検索 していったり情

報を検索していくという就職も専 門的な部分も含めまして、

検索というのがキーワードになります 。4年制でその情報収

集を得たうえでの分析というのがわれわれのグループの結

果です。以上 です。

●山下一

ありがとうございます。森本課長お願いします。

●森本課長

すみません、私 貼っただけで内容全然見てないのです

が。私が貼ったのを中心に説明させていただきます、1年生

とはあまり接していませんので2年 生からということになりま

す。2年次は自分で学内の情報を収集する力を身に付けて

いただきたいということで、現場でという話になりますけれ

ど、休講掲示とか教室 の変更とか、いろんな掲 示が今は掲

示板とかユニバーサルパスポートとかあと確 認くんとかいろ

んな情 報を収集するツールがあるのですが、それを見ずに

教務課 のほうに今 日授 業教室行ったのですが誰もいない

のですとかいうことで来る学生がかなり多いのですね。来る

とこちらはちょっと待ってねと言って調 べて今 日は休 講です

ねというふうについ伝 えてしますのですが、それはやめて、

自分で掲 示板 を見 に行きなさいということで、情報収集 力を

身に付けてもらうというところを書かせていただきました。あ
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とは先ほどから出ております教職員と学 生との接 し方です

ね。マナーとか話し方とか。そのへんを気 をつけてもらってこ

ちらも学生を大人として扱うということを心がけていけたらと

思います。最後にここには貼っていませんが、4年生の秋学

期までにはGPAを15以 上にしてもらいたいです。

●山下

じゃあ最後に山田先生お願いします。

●山田先生

私見るの今初めてなのですが。1年生は授 業を聞く態度

とか読む力、書 く力、社会を知ってもらう、こんな仕事がある

とか。同じようなことばかりですね。

●山下一

山 田先 生のところも1年 生の最低 限してほしいなという

ところの内容ですね。ありがとうございます。

●村瀬先生一

1年 生ですね。理解できたこととわからなかったことをはっ

きりさせておきましょうとか、2年生のときは他者が話している

ときは聞くという態度。その方法として家庭でのしつけ。そ

のほか大学の教育システムが説 明できるようにとかでしょう

か。

●山下一

ありがとうございました。これは夕食のときに壁 にずっと

貼っておきますので。ほかの先生 がたの実感もあわせ て

ごらんください。では坂本先生 まとめてください。

●坂本一

むちゃぶ りがきましたけれども(笑)。ひとことで言うとみな

さん、職員の方 も先生がたもコミュニケーションカ。話すとか

出すとかより受 け取る力です ね。理解することも含 めたコ

ミュニケーションカというところにけっこう問題意識があるの

ではないかなと。

●山下一

ありがとうございました。

■二日目/報告・山下真知子先生

おはようございます。昨日はありがとうございました。お疲

れのところずいぶんとエネルギーを使っていただきまして。

昨日本部に預けておいた先生方 に昨日書いていただいた

カードを今 朝もう一度学 年別に分 け変 えました。どの学年

の要望が多 いのか、傾 向はないのかと思 いながら見ていま

したら、少し傾 向が見えてきたので、これは是非 ご報告をと



1日目第二部/これからの大手前大学
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思います 。まだぱっくりとしか分類 できていませ んが1年 生

だけは先生方が書いてくださったメニューのアイデアが一

番多く72枚ありました。もっと厳密にきちっと数えてまた後ほ

ど次 回の教授 会のときにでも資料にしてきちんとグラフに

してお渡しできればと思っています。次に多かったのが3年

生です。昨日コピーして学 年別に分けたときに、3年生が多

いこともわかったのですが、2、4年生 は少なかった。それぞ

れの学年にとてもおもしろい傾向が見えてきました。

まず1年 生はコミュニケーション。C-PLATSの うちの、コ

ミュニケーションの部分を特記された先生が多かったとい

う結果が出ました。ちなみにコミュニケーションという項目で

書かれた先生 は20名 。それからソーシャルレスポンシビリ

ティー+マ ナーはとても多 かったのですが、あとチームワー

クは2番 目に多く9名 。アナリシスはちなみに1名 です。プレ

ゼンも3名 ほどです。C-PLATSは 各学年でまんべ んなくや

るということもあります が、それ以外 のところはC-PLATS外

の、マナーだとかあいさつだとか基 本的生活習慣 だとか、

そんなことを書 かれているという顕著 な傾向が1年 生を書

かれた先生方から出てきました。次に2年 生はロジカルシン

キングとアナリシスというのが見 えてきました。全体の枚数

は少ないのですが、そこで見えてきたのがアクション、ロジ

カルシンキング、アナリシス。絶対数は少ないですが、これが

大 体3、3、3く らいの 感じです 。3年 生になるとやっと

C-PLATS。 昨日からずっと勉強 しているC-PLATSが まん

べんなく、先 生方のメニューのアイデアとして出て来ていま

す。これが4年 生になると3年 生の続きくらいの感じなので

すけれど、全体のアイデア自体も少ないですのでばらばら

していますが、大きな特徴は1年 生にはC-PLATSは 出て

こない。コミュニケーション、一部 チームワーク。あとはマ

ナー、生活習慣。2年生 はやっとアナリシス。そしてロジカル

シンキングが出てくる。3年生になってようやくC-PLATSが

まんべんなく出てくるという形です。うちの学生たちの状況

というか 、その傾 向というか、それに見合った各 学 年の

C-PLATSの うちのどれを一番重点 的に育成するかという

ことのヒントにもなるかも知れませ ん。これはもう一度精査し

てみたいと思 います。そのおりにはまたご報 告させ ていた

だきたいと思いますが、簡単に先 生方にご報告させていた

だきました。ありがとうございました。

¶
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